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愛媛星の会南予支部の皆さん

(写真左から岡部さん、宮本さん、宮下さん)
私の楽しみ⑥

天

体

観

測

「
睡
眠
不
足
も
、
冬
の
寒
さ
も
、
観

測
を
終
え
て
帰
路
に
つ
く
時
の
あ
の
充

実
感
を
思
え
ば
伺
で
も
あ
り
ま
せ
ん
よ
し

星
空
を
追
い
続
け
る
愛
媛
星
の
会
南
予

支
部
の
皆
さ
ん
は
、
地
道
な
観
測
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

現
在
、
南
予
支
部
に
籍
を
お
く
会
員

は
十
一
名
で
、
う
ち
大
洲
在
住
者
は
、

岡
部
澄
雄
さ
ん
(
若
葉
台
)
、
宮
下
利
軟

さ
ん
(
中
村
)
、
宮
本
浩
工
c
ん
(
柚
木
)

小
林
聖
子
さ
ん
(
若
宮
)
の
四
人
で
す
。

大
洲
の
夜
も
、
こ
こ
五
、
六
年
で
急

速
に
明
る
く
な
っ
て
き
た
た
め
、
天
体

写
真
を
中
心
と
し
た
観
測
が
困
難
に
な

り
、
最
近
で
は
広
田
村
や
四
国
力
ル
ス

ト
ま
で
観
測
に
出
か
け
て
い
る
そ
う
で

す。
自
治
体
な
ど
が
主
催
す
る
観
測
会
に

も
指
導
者
と
し
て
参
加
。
現
在
は
、
「
愛

媛
に
も
、
星
を
愛
す
る
者
な
ら
誰
で
も

が
自
由
に
刺
用
で
き
る
天
文
台
を
つ
く

ろ
う
/
」
と
活
動
中
だ
そ
う
で
す
。

今月号の主な内容

ゴミの分別は確実に・ H・H・-…2P

休日急患診療・・………"…….10P

公共施設を整備・充実・H ・H ・"3P

子供を水の事故から守ろう…4P

家庭排水浄化作戦始動....・H ・.5P 

うかい開きに至るまで………5P

奥さん訪問…....・H ・"，・H ・"…8P
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--~ゴミの水切りも忘れずに-

家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
の
量
は
、

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

夏
場
の
七
月
か
ら
九
月
に
か
け

て
は
、
水
分
を
多
量
に
含
ん
だ

ス
イ
カ
な
ど
の
生
ゴ
ミ
が
増
加

し
ま
す
。
焼
却
作
業
が
円
滑
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
き
ち
ん
と
水

切
り
を
し
、
不
燃
物
と
可
燃
物

の
分
別
も
し
っ
か
り
実
行
し
て

く
だ
さ
い
。

ゴ
ミ
の
現
状

昭
和
六
十
二
年
度
中
に
回
収
し
た
ゴ

ミ
の
畳
は
一
万
七
百
四
ト
ン
で
、
昭
和

六
十
一
年
度
中
を
約
二
百
ト
ン
も
上
回

り
ま
し
た
。

、
らかてし理整シ」

O

↓」~つ

類
よ
種
し

i

は
ま
ミ
し
ゴ
出
A
 

移推の量叉
d
吋回のミ~ゴト

∞

「
、
ハ
U

ζ

リ

ハ

U

こ
れ
は
、
市
民
一
人
当
た
り
に
す
る

と
、
一
年
で
約
二
百
七
十
キ
ロ
グ
ラ
ム

も
の
ゴ
ミ
を
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
ゴ
ミ
焼
却
場
に
集
め
ら

れ
る
ゴ
ミ
(
可
燃
物
)
の
量
は
、
平
均

す
る
と
一
口
約
一
一
十
七
ト
ン
に
も
な
り

ま
す
。ゴ
ミ
の
減
量
化
と
、
焼
却
に
要
す
る

経
費
の
節
減
の
た
め
、
次
の
よ
う
な
こ

と
を
実
行
し
て
み
て
く
だ
さ
い
け
C

V
生
ゴ
ミ
な
ど
は
畑
に
埋
め
て
土
作
り

に
役
立
て
る
c

V
古
く
な
っ
た
家
具
な
ど
は
、
す
ぐ
に

放
棄
し
た
り
せ
ず
、
工
夫
し
て
再
利
用

に
心
が
け
る
。

V
自
宅
で
ゴ
ミ
焼
却
の
可
能
な
家
庭
は
、

で
き
る
だ
け
自
分
で
処
理
す
る
。

巨~不燃物

堅濁可燃物

生
ゴ
ミ
の
水
切
り
を

生
ゴ
ミ
は
、
約
七
十
%
が
水
分
で
あ

5，000 

る
と
一
一
一
口
わ
れ
て
い
ま
す
。
夏
に
な
る
と

ス
イ
カ
や
野
菜
な
ど
の
生
ゴ
ミ
が
多
く

な
り
、
焼
却
に
大
変
苦
労
し
ま
す
。

台
所
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
は
、
一
度
ザ

ル
な
ど
に
受
け
、
十
分
に
水
切
り
を
し

て
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
。

分
別
は
き
ち
ん
と

焼
却
場
へ
送
ら
れ
る
燃
え
る
ゴ
ミ
の

中
に
、
ス
プ
レ
ー
な
ど
の
空
き
缶
が
混

入
し
で
い
る
と
、
炉
に
被
害
、
が
出
た
り
、

作
業
員
に
ケ
ガ
を
負
わ
せ
る
よ
う
な
事

故
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ゴ
ミ
は
き
ち
ん
と
分
別
し
、
指
定
さ
れ

た
日
に
指
定
さ
れ
た
場
所
へ
出
す
よ
う

心
が
け
て
く
だ
き
い
。

ゴ
ミ
に
関
す
る
わ
問
い
合
わ
せ
は
、

市
保
険
衛
生
課
衛
生
係
ま
で
。

官一切
2
1
1
1
内
線
2
6
4

郷
土
美
化
運
動

七
月
は
「
河
川
愛
護
月
間
」
で
す
。

大
洲
市
で
は
、
毎
年
七
月
の
第
三

日
曜
日
に
「
郷
土
美
化
運
動
」
と
し

て
、
市
内
の
一
斉
清
掃
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

私
た
ち
の
町
大
洲
を
、
そ
し
て
母

な
る
川
H

肱
川
H

を
き
れ
い
に
す
る

た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
力
が
必
要
で
す
。

今
年
も
例
年
通
り
一
斉
清
掃
を
行

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

日士暴作
業
内
容 日寺

七
月
十
七
日
(
日
)

午
前
七
時
か
ら
(
雨
天

の
場
合
は
後
日
実
施
)

市
内
の
河
川
(
肱
川
流

域
)
、
道
路
、
公
園
な
ど

草
刈

η
、
ゴ
ミ
の
収
集

除
去
、
下
水
溝
の
清
掃

所

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
保
険
衛
生

課
衛
生
係
ま
ひ
。

E
⑪
2
1
1
1
内
線
2
6
4

2 -



昭和63年7月1日 おおず広報

大
洲
市
で
は
、
快
適
で
ゆ
と
り
の
あ
る
住
み
よ
い
都
市

づ
く
り
を
目
指
し
て
市
政
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
昭
和

六
十
(
一
年
度
に
は
、
平
野
公
民
館
や
富
士
山
展
望
台
の
建

設
な
ど
、
公
共
施
設
の
整
備
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

古
口問
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
郵
便
局
の
簡
易
保
険
積
立
金
の
還

公
元
融
資
、
国
民
年
金
積
立
金
の
還
元
融
資
が
事
業
を
行
う

明
大
き
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

企
な
お
、
昭
和
六
十
-
一
年
度
に
簡
易
保
険
、
国
民
年
金
の

還
元
融
資
に
よ
っ
て
実
施
し
た
事
業
は
下
表
の
と
お
り
で

す。

(単位:万円)

事 業 名 起債対象事業費 資金融資額

市営住宅堀の内団地建設事業 9.981 3.470 

家族旅行村整備事業 4.354 1.400 

簡易保険 冨士山公園整備事業 4，350 2.100 

住宅新築資金貸付事業 2.060 1，540 

住宅改修資金貸付事業 386 280 

平野公民館建設事業 9，268 4.500 

国民年金 森山簡易水道事業 2.153 1，230 

南久米簡易水道・喜4長F又L多山簡ミ主主孝主子 1，050 930 易本道送配水管布 替工

企富士山の展望台

簡易保陳・国民年金融資対象事業一覧表(昭和62年度)

中
小
企
業
振
興
資
金
融
資

制
度
を
ご
利
用
下
さ
い

大
洲
市
で
は
、
市
内
中
小
企
業
者
の

金
融
難
を
緩
和
し
、
そ
の
育
成
振
興
を

図
る
た
め
、
市
内
金
融
機
関
を
通
じ
資

金
を
低
利
で
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

制
度
の
あ
ら
ま
し
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

O
貸
付
対
象
者
H
市
内
に
住
居
又
は
事

務
所
が
有
り
中
小
企
業
を
営
ん
で
い

る
個
人
又
は
法
人
、
中
小
企
業
等
協

同
組
合
法
に
よ
る
組
合

O
融
資
限
度
額
H

四
百
万
円

O
融
資
期
間
U

運
転
資
金
四
十
月
(
据

置
期
間
一
月
を
含
む
)
以
内

設
備
資
金
四
十
八
月
(
据
置
期
間
二

月
を
含
む
)
以
内

O
返
還
の
方
法
H
月
賦
(
元
金
均
等
償

還
)

O
利
息
年
利
H
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
(
但

し
、
昭
和
六
十
三
年
五
月
現
在
)

O
保
証
料
年
利

H
0
・
八
五
パ
ー
セ
ン
ト

O
中
込
先
H
大
洲
商
工
会
議
所

な
わ
、
市
が
利
チ
補
給
と
し
て
、

0

・
七
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
保
証
料
を
全
額

補
給
し
ま
す
。
(
但
し
、
大
洲
市
中
小

企
業
振
興
資
金
利
子
補
給
規
則
等
に
該

当
す
る
場
合
)

詳
し
く
は
、
市
産
業
経
済
部
商
工
観

光
課
宮
⑪
2
1
1
1
内
線
3
2
6
又
は

大
洲
商
工
会
議
所
宮
⑪
4
1
1
1
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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昭和63年7月1日

夏
の
訪
れ
と
と
も
に
海
や
プ
ー
ル
は
子
供
た
ち
で
い
っ

ぱ
い
。
水
し
ぶ
き
の
中
で
、
子
供
た
ち
の
笑
顔
が
輝
き
ま

す。

そ
の
半
面
、
毎
年
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か

ら
、
思
い
が
け
な
い
悲
し
い
事
故
が
相
次
ぎ
ま
す
。

子
供
た
ち
を
水
の
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
、
保
護
者
や

大
人
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
、

子
供
た
ち
の
水
の
事
故
を
統
計
の
上

で
見
て
み
ま
す
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま

す。
全
国
で
昭
和
六
十
二
年
中
に
水
の
事

故
で
な
く
な
っ
た
子
供
(
中
学
生
以
下
)

の
数
は
三
百
九
十
六
人
に
も
の
ぼ
り
ま

し
た
。そ
の
内
訳
を
場
所
別
で
見
て
み
ま
す

と
、
月
河
川
N

で
の
死
亡
(
百
三
十
人
)
が

最
も
多
く
、
次
い
で
N

湖
・
沼
・
池
H

(
七
十
八
人
)
、
内
海
H

(

六
十
六
人
)
内
用

水
堀
内
(
六
十
三
人
)
、

H

プ
l
ル
H

(

十

八
人
)
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

おおず広報

ま
た
、
原
因
別
に
見
て
み
ま
す
と
、

H

水
遊
び
中
二
百
二
人
)
が
最
も
多
く
、

次
い
で
H

水
泳
中
U

(

六
十
四
人
)

H

魚

と
り
・
釣
H

(

三
十
人
)
、
町
通
行
中
山

(
二
十
五
人
)
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

水
を
こ
と
さ
ら
怖
が
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
か
と
い
っ
て
、
甘
く
み
る

と
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。子
供
た
ち
を
水
の
犠
牲
者
に
し
な
い

た
め
に
、
保
護
者
や
大
人
は
、
次
の
よ

う
な
点
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

O
近
く
に
用
水
堀
や
た
め
池
な
ど
の
危

険
な
場
所
が
あ
る
と
き
は
、
管
理
者
に

申
し
入
れ
で
、
サ
ク
や
ふ
た
な
ど
を
し

で
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

O
子
供
た
ち
だ
け
で
水
泳
や
水
遊
び
に

行
か
な
い
よ
う
に
、
ふ
だ
ん
か
ら
子
供

に
言
い
聞
か
せ
ま
し
ょ
う
。

O
出
か
け
る
と
き
に
は
、
必
ず
大
人
が

同
行
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

O
雨
降
り
の
あ
と
は
、
川
や
用
水
が
増

水
し
ま
す
。
子
供
た
ち
を
近
づ
け
な
い

よ
う
に
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

O
危
険
な
水
辺
で
遊
ん
で
い
る
子
供
を

見
か
け
た
ら
、
進
ん
で
「
危
な
い
か
ら

や
め
な
さ
い
し
と
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

泳
ぐ
前
に
は
、
特
に
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

V
少
な
く
と
も
五
分
は
か
け
で
準
備
体

操
を
し
ま
し
ょ
う
。

V
水
に
入
る
前
、
シ
ャ
ワ
ー
が
あ
れ
ば

た
っ
ぷ
り
浴
び
、
海
や
川
で
は
、
足
、

子
、
顔
と
い
っ
た
順
序
で
、
心
臓
に
遠

い
と
こ
ろ
か
ら
水
に
つ
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

昨
年
、
愛
媛
県
で
も
四
人
の
児
童
(
二

十
歳
未
満
)
が
水
の
事
故
で
貴
い
命
を

失
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
夏
が
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て

楽
し
い
思
い
出
の
一
ペ
ー
ジ
と
な
る
よ

う
に
、
ぜ
ひ
お
子
さ
ん
た
ち
と
H

水
の

恐
ろ
し
き
H

に
つ
い
て
話
し
あ
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

プールオープン

7月18-8月31日

運動公園カ
ヌ
ー
で
挑
戦

国
立
大
洲
青
年
の
家
で
は
、
こ
の
夏

「
カ
ヌ
ー
で
抗
戦
肱
川
四
二
・
一
九
五

キ
ロ
」
な
る
事
業
を
左
記
の
要
領
で
実

施
し
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

O
期
日

7
月
白
日
1
7
月
白
日

O
場
所
国
立
大
洲
青
年
の
家
・
肱
川

流
域
(
肱
川
町

1
大
洲
市

1
長
浜
町
)

O
対
象
勤
労
青
年
・
在
学
青
年
(
カ

ヌ
i
経
験
の
有
無
を
問
わ
な
い
。
た

だ
し
、
百

m
以
上
泳
げ
る
健
康
な
人
)

O
募
集
人
員
四
十
名

O
経
費
五
、
四

O
O円
(
合
写
真
代
)

O
携
行
品
筆
記
用
具
、
運
動
着
(
上

運
動
公
園
水
泳
プ
l
ル
が
七
月
一
日

(
金
)
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

幼
児
プ

l
ル
や
叩

m
プ
l
ル
に
加
え
、

流
水
プ

I
ル
、
ス
ラ
イ
ダ
ー
プ

i
ル
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ー
ル
が
完
備
さ
れ
て

い
て
、
子
供
も
大
人
も
楽
し
く
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

回
数
券
や
団
体
割
引
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

O
オ
ー
プ
ン
時
間

七
月
一
日

1
七
月
二
十
七
日
と
、
八

月
二
十
一
日

1
八
月
三
十
一
日
の
聞
は

九
時
か
ら
十
七
時
ま
で
。

七
月
二
十
八
日

1
八
月
二
十
日
の
聞

は
、
九
時
か
ら
十
九
時
ま
で
。

O
料
金
大
人
一
三
百
五
十
円
、
中
・

高
校
生
一
二
百
五
十
円
、
小
学
生
二
一

百
円
、
幼
児
一
百
円

4 -

肱
川
四
二
・
一
九
五
キ
ロ

者
は
長
袖
の
も
の
が
望
ま
し
い
。
着

替
え
二
枚
以
上
必
要
)
水
着
・
運
動

靴
・
健
康
保
険
証
・
そ
の
他
宿
泊
に

必
要
な
も
の

O
そ
の
他

・
7
月
白
日
・
担
日
に
は
、
大
洲
駅

か
ら
無
料
送
迎
パ
ス
を
運
行
し
ま
す
0

・
在
学
青
年
(
除
く
大
学
生
)
は
、

学
校
長
及
び
保
護
者
の
承
諾
を
、
十

八
歳
未
満
の
勤
労
青
年
は
、
保
護
者

の
承
諾
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法
等
、
詳
し
く
は
青
年
の
家

事

業

課

ま

で

宮

⑪

5
1
7
5



おおず

る

ωω
閲
き
に
蓋
ee
まて・・・

う
か
い
聞
き
を
前
に
、
肱
川
に
流
れ
込
む
生
活
排
水
を
浄
化
し

よ
う
と
、
木
炭
を
使
用
し
た
浄
化
装
置
が
、
市
内
桝
形
の
排
水
路

に
実
験
的
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
実
験
は
、
大
洲
市
な
ど
十
二
市
町
村
で
構
成
す
る
H

肱
川

を
き
れ
い
に
す
る
協
議
会
U

(

会
長
・
近
田
宣
秋
大
洲
市
長
)
に

よ
り
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
水
質
浄
化
の
ほ
か
間
伐
材
の
利
用
に

も
な
り
、
一
石
二
鳥
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

広報

木
炭
は
多
孔
質
で
吸
着
性
が
古
同
く
、

保
水
性
、
透
水
性
、
通
気
性
に
も
優
れ

て
い
る
の
で
、
水
の
浄
化
に
適
し
て
い

ま
す
。実
際
、
東
京
都
八
王
子
市
で
は
、
木

炭
を
使
用
し
た
河
川
の
浄
化
に
大
き
な

成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

町
肱
川
を
き
れ
い
に
す
る
協
議
会
U

で
は
、
三
月
の
総
会
に
お
い
て
、
八
王

子
市
を
視
察
し
た
八
幡
浜
地
方
局
大
洲

昭和63年7月1日

h
F
設
置
さ
れ
た
浄
化
装
置

出
張
所
の
中
野
節
夫
林
業
課
長
か
ら
報

告
を
受
け
、
今
回
の
実
験
を
行
う
こ
と

に
し
た
も
の
で
す
。

今
回
実
験
場
所
に
選
ば
れ
た
排
水
路

は
、
う
か
い
の
下
船
場
近
く
で
、
現
在

八
百
八
十
戸
分
の
生
活
排
氷
が
流
れ
込

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

作
業
は
、
五
月
十
九
日
午
前
九
時
か

ら
始
め
ら
れ
、
総
重
量
一
・
二
ト
ン
分

の
木
炭
が
十
六
本
の
金
網
の
ジ
ャ
カ
ゴ

(
円
筒
型
)
に
詰
め
込
ま
れ
、
排
水
路

の
三
カ
所
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
実
験
期
間
を
一
年
と
し
て
、

毎
月
一
回
、
浮
遊
物
質

(
S
S
)
、
大
腸

菌
群
、
リ
ン
な
ど
八
項
目
に
わ
た
っ
て

ん
小
質
検
査
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

同
協
議
会
で
は
、
他
町
村
に
も
働
き

か
け
て
普
及
さ
せ
て
い
く
方
針
で
、
川

の
浄
化
だ
け
で
な
く
、
間
伐
材
を
使
っ

た
木
炭
の
需
要
増
加
に
も
つ
な
が
る
も

の
と
、
関
係
者
一
同
大
き
な
期
待
を
寄

せ
て
い
ま
す
。

六
月
一

H
の
う
か
い
開
き
を
前
に
、

五
月
九
日
、
う
か
い
観
光
訪
問
宣
伝
隊

の
出
発
式
が
市
役
所
玄
関
前
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
年
は
、
瀬
戸
大
橋
の
開
通
に
伴
い

宣
伝
範
囲
を
岡
山
県
に
ま
で
拡
大
。
大

洲
市
観
光
協
会
、
市
商
工
観
光
課
、
商
掃

工
会
議
所
、
う
か
い
登
録
底
で
構
成
さ
似

れ
た
宣
伝
隊
は
、
二
班
に
別
れ
て
各
地
謝

の
官
公
庁
や
観
光
業
者
な
ど
を
訪
れ
、
選

大
洲
の
う
か
い
の
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。

V

主
な
訪
問
地
は
、
松
山
市
・
高
松
市
・

高
知
市
・
岡
山
市
な
ど
で
、

A
7
凶
は
ミ

ス
大
洲
の
清
水
さ
ゆ
り
さ
ん
(
西
大
洲
)

も
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

五
月
は
、
う
か
い
の
閉
幕
に
向
け
て

の
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
風
景
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

五
月
下
旬
に
な
る
と
、
肱
川
橋
の
た

も
と
に
は
、
出
番
を
待
つ
遊
覧
船
が
ず

ら
り
と
並
び
ま
す
。
こ
の
時
期
に
船
の

修
理
や
清
掃
が
行
わ
れ
る
の
で
す
が
、

船
の
掃
除
は
、
本
番
で
船
を
操
る
船
頭

さ
ん
が
受
け
持
ち
ま
す
。

船
の
準
備
が
整
う
と
、
最
後
の
仕
上

げ
は
川
底
の
清
掃
で
す
。
今
年
も
、
五

月
二
十
九
日
、
船
頭
さ
ん
や
ウ
匠
さ
ん

十
一
名
が
、
一
日
か
け
て
清
掃
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

ど
う
い
う
わ
け
か
リ
ヤ
カ
ー
ま
で
沈

ん
で
い
る
始
末
。
一
同
は
、
川
藻
や
ゴ

ミ
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
、
城
山
下
か

ら
う
か
い
乗
船
場
に
か
け
て
の
約
二
キ

ロ
を
清
掃
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
時
期
日
差
し
に
焼
け
る

河
原
で
は
、
ウ
匠
の
三
瀬
軟
俊
さ
ん

(
殿
町
)
ら
の
子
で
、
ウ
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
仕
上
げ
が
行
わ
れ
ま
す
。

う
か
い
は
、
ウ
匠
・
船
頭
・
ウ
の
三

企川底の清掃作業

者
の
呼
吸
が
一
つ
に
な
ら
な
け
れ
ば
う

ま
く
い
か
な
い
そ
う
で
、
繊
細
か
つ
高

度
の
技
術
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
ウ
匠
さ

ん
は
も
ち
ろ
ん
、
ウ
た
ち
も
強
い
日
差

し
の
下
で
、
の
ど
を
鳴
ら
し
な
が
ら
調

整
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

ご
う
い
っ
た
関
係
者
の
努
力
に
支
え

ら
れ
て
、
今
年
の
う
か
い
も
華
や
か
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
九
月
二
十
日
ま

で
、
ウ
船
の
紅
提
灯
が
夜
の
川
面
を
焦

が
し
ま
す
。

- 5 
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陸
・
海
・
空

自
衛
官
募
集

自
衛
隊
で
は
次
の
よ
う
に
自
衛
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

V
募
集
対
象
年
齢
十
八
歳
以
上
二
十

五
歳
未
満
の
者

V
申
込
受
付
期
間
昭
和
六
十
四
年
三

月
高
校
卒
業
予
定
者
は
、
昭
和
六
十

三
年
九
月
五
日
以
降
受
付
開
始
。

そ
の
他
の
方
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
o

v
試
験
内
容
筆
記
・
口
述
試
験
、
身

体
検
査
、
適
性
検
査
な
ど
o

v
待

遇

愛

媛

県

警

察

で

は

、

警

察

官

を

募

集

O
初
任
給
一
律
十
一
万
二
千
四
百
中
で
す
が
、
受
付
期
限
が
迫
っ
て
い
ま

円

。

す

0

0
賞
与
年
三
回
(
合
計
四
・
九

V
受
付
期
限
昭
和
六
十
三
年
七
月
十

カ

月

分

)

二

日

(

郵

送

の

場

合

は

、

当

日

消

印

O
そ
の
他
食
事
・
宿
舎
費
は
無
料
。
有
効
)
0

制
服
等
す
べ
て
貸
与
。

V
第
一
次
試
験
昭
和
六
十
三
年
七
月

公
古
坊
主
点
在
北
手
坊
主
A下
斗
E
4
K
A
t
-ネ
ド
込
官
北
京
A下
4
J
E
A主
主
J
泣
い
主
J
本
バ
泣
い
泊
予
ド
辻
ド
北
京
点
下
点
在
4
k
d
F斗
主
4
在
4
R
A泣
い
込
泣
い
点
下
辻
ド
北
京
北
京
A
Z

全
国
花
い
っ
ぱ
い
運
動
は
、
花
と
緑
く
す
る
と
と
も
に
、
ふ
れ
あ
い
と
思
い
ザ

を
育
て
て
教
室
や
校
庭
、
職
場
や
地
域
や
り
の
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
内

を

美

し

く

し

な

が

ら

思

い

や

り

の

心

を

し

て

い

る

グ

ル

ー

プ

。

が

育
て
、
人
間
性
豊
か
な
社
会
の
実
現
を

A

守

応

募

方

法

日

目

指

し

て

い

ま

す

。

花

づ

く

り

や

環

境

整

備

の

状

況

を

規

門

本
年
度
も
、
「
花
づ
く
り
を
通
じ
て
定
の
申
込
書
(
コ
ピ
ー
も
可
)
に
記
入
ザ

街
ゃ
つ
く
り
、
人
守
つ
く
り
」
を
目
的
と
し
し
、
写
真
、
参
考
資
料
な
ど
(
ビ
デ
オ
一
一

て
、
全
国
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
が
テ

i
プ
な
ど
は
不
可
)
を
添
付
し
て
く
内

実

施

さ

れ

ま

す

。

だ

さ

い

。

ソ

f

A'応
募
資
格

a'締
切

り

八

月

十

日

町

先
生
と
生
徒
が
、
ま
た
は
働
く
人
た
.
参
加
申
込
書
請
求
及
び
提
出
先
世

ち
ゃ
同
ビ
地
域
の
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
大
洲
市
総
務
部
企
画
情
報
室
日

協

力

し

、

花

守

つ

く

り

ゃ

緑

の

育

成

を

通

告

⑪

2
1
1
1
内
線
3
9
3
h

じ

て

学

校

、

駅

、

街

、

職

場

等

を

美

し

治

昭和63年7月1日

詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

大
洲
市
役
所
市
民
課

宮
⑪
2
1
1
1
内
2
5
0

自
衛
隊
大
洲
募
集
事
務
所

宮

(
ω
4
1
2
3

警
察
官
募
集

おおず

第25回全国花いっぱい

一応募のご案内一

コンクール

広報

三

十

一

日

。

ガ

V
受
験
資
格
四
年
制
大
学
を
卒
業
し
子

た
男
子
、
ま
た
は
、
昭
和
六
十
四
年
円

三
月
末
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
男
世
国
税
庁
を
は
じ
め
国
税
局
、
税
務
署

子
(
昭
和
三
十
六
年
四
月
二
日
か
ら
日
で
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
重
要
な
役
割

昭
和
四
十
二
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
町
を
果
た
し
て
い
る
税
に
つ
い
て
、
納
税

ま

れ

た

者

)

ヂ

者

の

皆

さ

ん

は

も

ち

ろ

ん

の

こ

と

、

次

※
高
校
卒
程
度
の
特
別
募
集
も
行
い
一
一
代
を
担
う
高
校
生
の
皆
さ
ん
に
も
正
し

ま

す

。

)

ふ

く

理

解

し

て

い

た

だ

き

た

い

と

思

っ

て

詳
し
く
は
、
大
洲
警
察
署
(
宮
⑫
2

4
い
ま
す
。

1
7
5
)
か
最
寄
り
の
派
出
所
、
駐
在
日
そ
こ
で
、
今
年
も
、
全
国
の
高
校
生

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
刊
の
皆
さ
ん
か
ら
税
に
関
す
る
作
文
を
募

ザ
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
作
文
の

町
応
募
要
項
は
次
の
と
わ
り
で
す
。

世
O
応
募
資
格

日
高
校
生
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
応
募

手l~闘志一
'~J:~~グ自

制ト1

税
に
関
す
る
作
文
募
集

(
高
校
生
対
象
)

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の

(
敬
称
略
)

金
一
封
(
寄
付
金
)

徳

森

と

野

金
一
封
(
寄
付
金
)

本

町

栗

田

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
と
市
社
協

へ

)

平

野

町

稲

田

賓

留

金
一
封
(
八
多
喜
公
民
館
へ
)

八
多
喜
町
畠
岡
ク
ニ
エ

金
一
封
(
八
多
喜
公
民
館
へ
)

八
多
喜
町
(
故
)
畑
野
清
則

金
一
封
(
上
須
戒
老
人
ク
ラ
ブ
ヘ
)

中

村

菊

池

務

日召

左佳
四
良広

で
き
ま
す
。

O

テ
ー
マ

税
に
つ
い
て
日
ご
ろ
考
え
て
い
る
ご

と
や
意
見
な
ど
、
税
に
関
す
る
こ
と
で

あ
れ
ば
何
で
も
結
構
で
す
。

O
応
募
点
数
と
字
数

一
人
一
編
。
三
千
字
以
内
。

な
お
、
作
文
の
末
尾
に
住
所
、
氏
名
、

学
校
名
、
学
年
、
学
校
の
所
在
地
を
書

い
て
く
だ
さ
い
。

O
締
切
り

九
月
五
円
ま
で
に
大
洲
税
務
署
ま
で

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
優
秀
作
文
に
は
賞
状
と
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
す
。

大
洲
税
務
署

宮

(
ω
3
1
1
5

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

大

谷

重

信

金
一
封
(
大
洲
市
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
基
金
へ
)
旧
日
村
上
珪
妥
子

村
上
徳
一

小
西
忠
正

金
一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
へ
)

八

多

喜

町

東

光

弘

金
一
封
(
大
洲
市
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

基

金

へ

)

渡

場

二

宮

正

行

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

梶

谷

甚

五

口

金
一
封
(
八
多
喜
公
民
館
へ
)

米

濯

好

崎

弥

生

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
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おおず広報

大
洲
市
生
活
文
化
若
者
塾
の
研
究
成

果
報
告
書
(
昭
和
六
十
二
年
度
分
)
が

こ
の
度
完
成
し
ま
し
た
。

塾
に
集
う
青
年
た
ち
は
、
大
洲
固
有

の
資
源
を
見
直
し
、
そ
れ
ら
を
地
域
文

hv完
成
し
た
報
告
書

博物館だより

Ji翁予会長九度

昭和63年7月1日

化
の
伝
承
と
創
造
の
た
め
に
い
か
に
活

用
し
て
い
く
の
か
を
調
査
研
究
し
て
い

ま
す
。
同
塾
は
、
そ
う
い
っ
た
調
査
研

究
を
重
ね
る
う
ち
に
、
青
年
た
ち
が
、

こ
れ
か
ら
の
大
洲
を
担
う
べ
き
人
材
と

し
て
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
塾
生
は
、

市
内
青
年
団
体
、
そ
の
他
団
体
の
若
手

リ
ー
ダ
ー
や
、
市
の
若
手
職
員
な
ど
十

五
名
で
、
昨
年
十
一
月
の
発
足
以
来
、

昭
和
六
十
二
年
度
中
に
八
回
の
講
座
を

開
き
ま
し
た
。

A
7
同
完
成
し
た
報
告
書
に
は
、
各
講

座
の
レ
ポ
ー
ト
、
各
塾
生
の
感
想
に
加

え
、
塾
生
自
ら
の
子
で
作
製
し
た
町
大

洲
の
地
域
資
源
一
覧
表
ω

な
ど
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
の
相
談
は

お
気
軽
に

松
山
市
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン

タ
ー
で
は
、
自
動
車
事
故
に
よ
る
自
動

車
損
害
賠
償
責
任
保
険
と
任
意
白
動
車

保
険
の
請
求
に
つ
い
て
、
一
切
無
料
で

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
o

v場
所
松
山
市
花
園
町
一
の
三
日

本
生
命
松
山
市
駅
前
ピ
ル
六
階
松
山

調
査
事
務
所
内

V
日
時

9
時
却
分

i
m時
却
分
(
平

日
)
、
土
曜
日
は
正
午
ま
で
(
第
2
・

第
3
土
曜
日
は
休
み
ま
す
)

V
弁
護
士
相
談
日
毎
週
木
曜
日

3
土
寸

1
4主
寸

1
よ
円
口
?
よ
門
口

な
お
、
電
話
に
よ
る
相
談
に
も
応
り

ま
す
。

宮

0
8
9
9
⑮

5
5
0
0

0
8
9
9
⑮

2
3
3
5
(
直
通
)

7月5日......8月5日

大洲市立博物館では、今回近

世から近代にかけでの「南予の

画人展」を開催します。

南予地方の画人たちは、気候

温和で人情豊かな風土を反映し

その画風も多様多彩。百花りょ

う乱の感があります。

今回の展示は、藩政期から昭

和初期にかけて、南予で、大きな

足跡を残した次の 7人の画人に

焦点、をあてて企画しました。

①加藤文麗(大洲)①若宮養徳

(大iHI)③河崎蘭香(八幡浜)

④野田青石(八幡浜)⑤白井雨

山(宇和)⑥松本仙挙(里子村)

⑦高島華宵(宇和島)

ぜひご来観ください。

開f雀期間 7月 5日一 8月 5日

会 場:大洲市立博物館

4階第一展示室

No.115 

学
習
会
へ
参
加
し
ま
し
ょ
う

明
治
四
年
「
解
放
令
し
が
出
さ
れ
で

制
度
上
の
部
落
差
別
は
な
く
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
対
象
地
域
の
人
々
は
職
業

住
居
・
交
際
な
ど
で
、
そ
れ
ま
で
通
り
の

差
別
を
う
け
て
き
ま
し
た
。
極
端
な
貧

し
い
生
活
の
中
で
教
育
さ
え
も
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
一
方
対
象
地
域

外
の
人
々
の
聞
に
は
、
封
建
的
な
考
え

方
が
根
強
く
残
さ
れ
差
別
は
温
存
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

部
落
差
別
に
は
、
心
の
中
に
潜
在
し

こ
と
ば
や
文
字
・
行
為
に
よ
る
心
理
的

差
別
と
、
貧
困
と
就
職
や
教
育
の
機
会

均
等
が
保
障
さ
れ
な
い
た
め
低
位
な
生

活
環
境
・
不
安
定
な
職
業
等
、
生
活
実
態

に
現
わ
れ
る
実
態
的
差
別
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
心
理
的
差
別
と
実
態
的
差

別
は
相
互
に
閃
果
関
係
を
も
ち
、
作
用

し
合
っ
て
、
差
別
を
再
生
産
す
る
悪
循

環
を
く
り
返
し
て
き
た
の
で
す
。
部
落

差
別
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
二

つ
の
差
別
を
解
消
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。昭
和
四
十
四
年
同
和
対
策
事
業
特
別

措
置
法
が
施
行
さ
れ
十
八
年
に
わ
た
っ

て
の
対
策
事
業
の
結
果
、
生
活
実
態
が

大
分
改
善
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
同

対
事
業
は
、
長
い
間
の
差
別
の
償
い
と

し
て
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
憲

法
に
示
す
基
本
的
人
権
が
侵
さ
れ
て
い

人
権
と
同
和
教
育

る
地
域
だ
か
ら
国
の
責
務
で
事
業
が
行

わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
単
に
、

対
象
地
域
の
人
々
の
問
題
で
な
く
、
す

べ
て
の
国
民
の
生
活
水
準
の
確
保
の
問

題
な
の
で
す
。

い
ま
だ
に
表
面
的
に
は
対
象
地
域
と

の
格
差
は
見
え
な
く
な
っ
た
と
い
う
人

が
い
ま
す
。
し
か
し
、
心
理
的
差
別
事

象
(
差
別
落
書
き
な
ど
)
は
ま
だ
ま
だ
あ

と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
差
別
意

識
二
般
差
別
も
含
め
)
が
変
革
さ
れ

て
い
な
い
事
と
同
対
審
答
申
の
精
神
が

理
解
さ
れ
て
い
な
い
事
の
現
わ
れ
だ
と

考
え
ま
す
。

事
業
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
島
し
ょ
部

に
住
む
人
々
に
は
「
離
島
振
興
法
L

、山

村
に
住
む
人
々
に
は
「
山
村
振
興
法
し
な

ど
「
同
和
対
策
事
業
以
外
の
特
別
措
置

法
」
に
よ
る
対
策
事
業
が
行
政
的
配
慮

に
よ
っ
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
象
地
域
の
人
々
の
百
年
以
上
に
わ

た
る
長
い
年
月
の
運
動
の
結
果
実
っ
た

同
対
事
業
で
地
域
が
改
善
さ
れ
る
と
ね

た
む
こ
と
は
、
白
分
た
ち
よ
り
低
く
で

当
た
り
前
と
い
う
潜
在
意
識
が
あ
る
か

ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

対
策
事
業
は
何
の
た
め
に
行
わ
れ
る

の
か
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
し
か
も
、
恨
強
く
識
存
さ
れ
て

い
る
心
理
的
差
別
を
打
破
す
る
た
め
に

も
、
同
和
教
育
学
習
会
に
、
よ
り
多
く

参
加
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
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五
月
二
十
四
日
、
市
役
所
大
ホ

i
ル

(

敬

称

略

)

に

お

い

て

、

昭

和

六

十

三

年

度

大

洲

市

氏

名

電

話

消

費

生

活

モ

ニ

タ

ー

委

嘱

式

が

聞

か

れ

漬

田

茂

子

⑫

5
8
9
9

ま

し

た

。

磯

崎

馨

世

⑫

3
7
7
3

消

費

生

活

モ

ニ

タ

ー

は

、

市

民

の

消

有

友

孝

子

⑫

2
6
7
5

費

生

活

の

実

態

に

関

し

て

消

費

者

の

意

兵

頭

鶴

子

⑫

2
3
4
3

見

を

聞

き

、

そ

れ

を

関

係

機

関

へ

反

映

隅

田

陽

子

⑪

5
4
4
6

す

る

た

め

に

設

け

ら

れ

て

い

る

も

の

で

、

横

手

書

田

巳

⑪

5
6
1
1

A
7
回
も
J

一

十

名

の

方

に

委

嘱

状

が

交

付

田

上

和

子

⑮

3
5
1
2

さ

れ

ま

し

た

。

島

村

由

美

子

⑪

3
1
9
3

モ

ニ

タ

ー

の

主

な

職

務

は

次

の

と

お

藤

中

幸

枝

⑮

3
6
0
8

り

で

す

。

北

林

順

子

⑪

3
0
5
8

0
ア

ン

ケ

ー

ト

調

査

お

よ

び

報

告

今

宮

敏

子

⑫

2
8
7
8

0
研

修

会

、

懇

談

会

等

へ

の

出

席

平

野

中

野

麗

子

⑪

6
5
7
5

0
商
品
の
品
質
、
量
目
、
価
格
お
よ
び
南
久
米
梶
本
ミ
サ
ゴ
⑪
5
5
1
9

食
品
の
衛
生
問
題
等
、
消
費
生
活
に
菅
田
和
気
香
代
子
⑫
2
8
3
9

関
す
る
意
見
、
要
望
、
苦
情
等
の
具
大
川

k
田

勝

子

⑫

0
6
5
5

申

柳

沢

玉

田

福

恵

⑮

5
2
7
8

十
一
月
に
は
、
消
費
生
活
展
を
開
催
新
谷
、
水
井
知
チ
⑫
3
2
3
7

す

る

予

定

で

す

。

て

一

善

田

辺

直

子

⑮

0
6
0
6

各
地
医
の
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
は
次
八
多
喜
新
江
勢
津
子
⑮
0
5
2
5

日

y

一

の

と

お

り

で

す

。

と

須

戒

清

水

京

子

⑮

1
0
0
8

至
る
ま
で
の
道
の
り
が
、
と
て
も
長
く

V
初
め
て
い
も
た
き
の
風
景
を
目
に
し

γ

奥

さ

静

か

で

お

一

っ

と

り

む

て

ま

す

ネ

~

感

じ

ら

れ

ま

し

た

。

た

時

に

は

び

っ

く

り

し

ま

し

た

。

一

度

訪

J
h
¥
~
深
井
J
F
明
奨
さ
あ
ふ
、
一
況
の
丸
一

mw一歳
)

¥

J

V

長
女
の
咲
子
(
A
ァ
空
一
一
月
の
生
ま
れ
)
広
島
か
ら
来
た
知
人
に
「
あ
れ
は
何
の

が
ハ
、
不
ム

i
ン
ベ

1
ピ
ー
だ
っ
た
の
で
、
催
し
っ
」
と
尋
ね
ら
れ
て
、
「
お
花
抜

V
出
身
は
広
島
市
の
安
佐
南
区
で
す
。
ま
だ
大
洲
市
内
を
ゆ
っ
く
り
と
見
て
歩
き
の
わ
花
見
み
た
い
な
も
の
よ
。
し
と
答

V
山
の
子
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
、
山
を
い
た
こ
と
が
な
い
ん
で
す
よ
。
え
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。

切
り
開
い
て
ど
ん
ど
ん
宅
地
が
造
成
さ

V
大
洲
は
、
静
か
で
お
っ
と
り
と
し
た

V
藤
樹
祭
な
ど
を
見
て
い
る
と
H

町
ぐ

れ

て

い

ま

す

。

町

、

だ

な

と

思

い

ま

す

。

る

み

で

お

祭

り

や

っ

て

る

ん

だ

な

H

と

V
主
人
と
は
、
学
生
時
代
に
広
島
市
内

V
会
話
の
テ
ン
ポ
も
ゆ
っ
く
り
し
て
い
い
う
感
じ
で
、
素
敵
だ
な
と
思
い
ま
す
。

で

知

り

合

い

ま

し

た

。

る

の

で

、

ペ

!

ス

を

合

わ

せ

る

の

に

背

V
咲
子
が
も
う
少
し
大
き
く
な
っ
た
ら
、

V
結
婚
し
て
大
洲
へ
や
っ
て
来
た
の
が
労
し
ま
し
た
。
広
島
は
会
話
の
テ
ン
ポ
市
内
を
ゆ
っ
く
り
見
て
歩
き
た
い
と
思

咋
年
の
六
月
で
す
。
松
山
か
ら
大
洲
に
が
と
っ
て
も
速
い
ん
で
す
よ
。
っ
て
い
ま
す
。

昭和63年7月1日おおず広報

目玄士也

南区

耳玄

Jヒ

新
刊
図
書
案
内

(
臼
年
度
課
題
図
書
目
冊
)

天
の
火
を
ぬ
す
ん
だ
ウ
サ
ギ

J
-
ト
ゥ
ロ
1

ト
ン
著

え
っ
ち
ゃ
ん
と
こ
ね
ご
ム

l
江
崎
雪
子
作

む
か
で
は
た
ら
く
ロ
パ
の
ポ
チ
ョ

浅
野
庸
子
著

雨
の
に
む
い
星
の
声
赤
庄
憲
久
文

ル
ド
ル
フ
と
イ
ッ
パ
イ
ア
ッ
テ
ナ

斉

藤

洋

作

小
犬
の
裁
判
は
じ
め
ま
すA

7
間
信
子
作

望

郷

和

田

登

作

生
物
の
消
え
た
島
田
川
日
出
夫
文

虹

い

ろ

の

馬

車

松

永

伍

一

著

桜
草
を
の
せ
た
汽
車
G
-
ク
ロ
ス
作

ぼ
く
は
野
鳥
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
だ

大
畑
孝
二
作

月
の
狩
人

S
・
ホ
イ
ク
作

ボ
ク
の
学
校
は
山
と
川
矢
口
古
川
雄
著

地
球
に
何
が
む
き
て
い
る
か
根
本
順
吉
著

何
を
ど
う
読
ま
せ
る
か

全
国
学
校
同
書
館
協
議
会

仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
ひ
ろ
き
ち
ゃ
著

日

本

国

勢

図

会

国

勢

社

四

季

の

花

ご

よ

み

夏

講

談

社

病
気
と
か
ら
だ
の
読
本暮
し
の
手
帖
社

城

と

館

内

藤

昌

編

武
者
小
路
賓
篤
全
集
一
一
・
一
(
一
小
学
館

図

書

館

8 



おおず

五
月
十
五
日
、
第
五
回
全
国
一
斉
ウ
ォ

l
ク

ラ
リ
!
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

大
洲
会
場
の
大
洲
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
に
は
、
雨
の
降
る
中
百
一
名
の
参
加
者
が
集

合
。
渡
さ
れ
た
地
図
と
問
題
を
片
子
に
、
約
六

キ
ロ
の
コ

I
ス
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

広報昭和63年7月1日

カメラ

嘩
スケッチ

五
月
一
目
、
冨
士
山
公
園
で
、
↑

つ
つ
じ
ま
つ
り
モ
デ
ル
撮
影
会
一

が
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
集
ま
っ
た
ア
マ
チ
ュ

ア
カ
メ
ラ
マ
ン
は
約
八
十
名
。

花
盛
り
の
場
所
を
見
つ
け
、
モ

デ
ル
の
美
女
二
人
に
ポ
!
ズ
を

つ
け
な
が
ら
盛
ん
に
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
切
っ
て
い
ま
し
た
。

5.1. 

(靖)

つ
つ
じ
ま
つ
り
モ
デ
ル
撮
影
会

⑩⑧⑧⑧⑮⑧⑧ 

一一一一一一一一一 一一"'~

水
郷
大
洲
の
夏
の
風
物
詩
う

か
い
が
六
月
一
日
夜
、
華
や
か

に
開
幕
し
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様

で
し
た
が
、
主
役
の
ウ
は
元
気

一
そ
の
も
の
。
ウ
匠
の
見
事
な
綱

一
さ
ば
き
に
操
ら
れ
、
見
物
客
に

一
愛
き
ょ
う
を
ふ
り
ま
い
て
い
ま

一
し
た
。う
か
い
は
九
月
二
十
日
ま
で

毎
日
操
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

う
か
い
開
き

五
月
二
十
四
日
、
喜
多
小
学

校
を
主
会
場
に
、
市
内
小
学
校

球
技
大
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

六
年
生
を
中
心
に
、
市
内
の

各
小
学
校
か
ら
約
五
百
名
の
児

童
が
参
加
。
男
子
は
サ
ッ
カ
ー

で
、
女
子
は
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

で
、
そ
れ
ぞ
れ
熱
戦
を
繰
り
広

げ
て
い
ま
し
た
。

5.24. 

(晴)

ハ刈パ》



昭和63年7月1日

乳

幼

児

健
康
診
断

実

施

日

該

当

者

7
月
5
日
(
火
)
昭
和
田
年
2
月
生
※

7
月
ロ
日
(
火
)
昭
和
白
年
日
月
生
※

7
月
比
日
(
木
)
昭
和
む
年
ロ
月
生

7
月
四
日
(
火
)
昭
和
白
年
8
月
生
※

7
月
お
日
(
火
)
昭
和
的
年
6
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時

l
u
時
却
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持

参

晶

母

子

健

康

手

帳

成
人
病
・
結
核
検
診

実

施

日

場

所

7
月
お
日
(
木
)
南
久
米
連
絡
所

7
月
却
日
(
金
)
南
久
米
連
絡
所

受
付
時
間

9
時
加
分

1
1
時

日
時

1
日
時

無

料

検

診

料

おおず

相談こと案内

いずれも無料です。気軽にご

利用ください。

砂交通事故相談

と き 7月 8日 10日寺-15日寺

7月20ロク
ところ 市役所別館 3階会議室

惨人権相談

と き 7月20日 13日寺-16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂法律相談

と き 7月 5日 13日寺-16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配ごと相談

とき 7月 1目、 11日、 25日

13時-16時

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

砂行政相談

とき 7月22日 9時 -12時

ところ 市役所 1階会議室

急ベマ日寺は宮⑫3794 (玉木) まで

砂社会保険相談

とき 7月20日 10時 -16時

ところ 大洲商工会議所

担当松山西社会保険事務所

険医師・栄養士による健康相談

と き 7月28日 13日寺-15日寺

ところ 大洲市保健センター

対象的歳以上の人

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館E⑬6100

大洲福祉会館E⑫ 0947

砂不動産無料相談

と き 7月15日 9日寺-16日寺

ところ 宅建協会大洲支部

フヂエダ花庖 2階、常磐田J4

広報

実

施

日

場

所

7
月
出
日
(
木
)
南
久
米
連
絡
所

7
月
却
日
(
金
)
南
久
米
連
絡
所

受
付
時
間

9
時
1
9
時
加
分

検
診
料
検
疾
の
必
要
な
方
4
0
0
円

対
象
者
川
町
歳
以
上
の
方

婦
人
が
ん
検
診

場

所

新
谷
連
絡
所

三
善
連
絡
所

柳
沢
連
絡
所

蔵
川
(
基
幹
集
落

セ
ン
タ
ー
)

7
月
8
日
(
金
)
大
川
連
絡
所

受
付
時
間
日
時

i
H
時

検
診
料
子
宮
が
ん
検
診

7
0
0
円

乳
が
ん
検
診

2
0
0
円

叩
歳
以
上
の
女
性

実

施

日

7
月
1
日
(
金
)

7
月
5
日
(
火
)

7
月
6
日
(
水
)

7
月
7
日
(
木
)

対
象
者

健

康

相

談

日
時

7
月
日
日
と

7
月
幻
日

9
時
初
分

1
ロ
時
、
日
時

1
日
時

日
目
は
市
役
所
2
F
大
ホ
l
ル
、

幻
日
は
市
役
所
一
階
会
議
室

場
所

7
月

3
日

(
日
)

大
野
内
科
(
片
原
町
)

宮
⑫
6
8
0
0

大
洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

宮

(
ω
4
5
5
1

藤
本
外
科
(
中
町
)

宮

(
ω
2
3
1
0

大
洲
中
央
病
院

宮
⑫
4
5
5
1

鎌
田
産
婦
人
科
(
末
広
町
)

宮

(
ω
2
7
5
3

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

村
上
外
科
(
片
原
町
)

宮
⑫
2
2
6
2

7
月
刊
日

(
日
)

7
月
口
日

(
日
)

7
月
弘
日

(
日
)

7
月
白
日

(
日
)

大
洲
中
央
病
院

宮
⑫
4
5
5
1

岡
本
耳
鼻
科
(
本
町
)

宮
⑪
3
7
5
2

大
洲
中
央
病
院

宮

@
4
5
5
1

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

7
月
7
日
(
木
)

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院

9
時
却
分

1
ロ
時

A
コ
l
プ
お
お
ず
庖
日
時
i
v
m
時
加
分

7
月
お
日
(
木
)

南
久
米
連
絡
所

9
時
加
分

l
H
時

日
本
た
ば
こ
産
業
前
日
時
却
分

l
v
m
時
加
分

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

実

施

日

内

容

7
月
加
日
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

7
月
U
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
つ

て
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮
⑫
3
1
6
5

5月末までの

大洲市内の交通事故
今月の納税

現5月末在 昨年同期

f牛数 8 5 8 0 

負傷者 1 0 0 100 

死者 I l 

固 定資産税

一 10ー

国民健康保険税

納期は7月30日

圃

E
E

こ
こ
五
、
六
年
で
、
大
洲
の
夜
も
随

分
明
る
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。
夜
道
を

歩
く
に
は
よ
り
安
全
に
な
っ
て
き
た
の

だ
、
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
の
半
面
、
あ
の
降
る
よ
う
な
す
て
き

な
星
空
は
、
少
し
ず
つ
そ
の
範
囲
を
挟

め
て
い
る
よ
う
で
す
。

文
明
の
進
歩
に
伴
い
生
活
が
便
利
に

な
っ
た
分
だ
け
、
我
々
現
代
人
は
、
何

か
を
失
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

(
た
)
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